
第 35 回世界遺産委員会における｢小笠原諸島｣の審査結果について 

 
 
１．審査結果の概要 

 
○ ６月 19 日（日）よりフランスのパリで開催されている第 35 回世界遺産委
員会において、我が国から世界自然遺産として推薦していた「小笠原諸島」
の審査が行われ、 
現地時間 ６月２４日（金）１５：５０ 
（日本時間 ６月２４日（金）２２：５０） 
に、本資産を世界遺産一覧表へ記載することが決定した。 

○ 審査の結果、採択された決議文書の概要は以下のとおり。なお、世界遺産
一覧表への正式な記載日は、第35回世界遺産委員会最終日の６月29日（水）。 
 

２．決議の概要 
 
（１）記載の可否と記載基準への適合 
｢小笠原諸島｣については、以下の自然遺産の記載基準に合致するものとして
世界遺産一覧表に記載する。 

 
登録基準 評価の内容 
ⅸ 生態系 資産の生態系は様々な進化の過程を反映しており、そ

れは東南アジアおよび北東アジア起源の植物種の豊か
な組み合わせによって現されている。また、そのような
進化の過程の結果、固有種率が極めて高い分類群があ
る。植物相では、活発な進行中の種分化の重要な中心地
となっている。 
小笠原諸島は、陸産貝類の進化および植物の固有種に
おける適応放散という、重要な進行中の生態学的過程に
より、進化の過程の貴重な証拠を提供している。小笠原
群島の島の間の、時には島の中における細やかな適応放
散の数々の事例は、種分化および生態学的多様化の研
究、理解の中核となっている。この特徴はさらに、陸産
貝類などにおける絶滅率の低さにより、強化されてい
る。 
 小笠原諸島においては、固有性の密度の高さと適応放
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散の証拠の多いことの組み合わせが、他の進化過程を示
す資産よりも際だっている。小面積であることを考慮す
ると、小笠原諸島は陸産貝類と維管束植物において並外
れた高いレベルの固有性を示している。 

 
（２）保全管理の評価 
当該国の大規模、かつ増大している保全のための投資を称賛する。それは推
薦、地域住民参画のレベルの高さ、複数機関が協力していること、推薦過程に
おいて海洋地域の増大を決定したこと、などに明白に現れている。 
 
（３）我が国への要請事項 
 
○ 要請事項 

a) 侵略的外来種対策を継続すること。 
b) 観光や諸島へのアクセスなど、すべての重要なインフラ開発について、事
前に厳格な環境影響評価を確実に実施すること。 

 
○ 奨励事項 

a) 資産における海域公園地区をさらに拡張することを検討すること。それに
より、管理効率が向上し、海域と陸域を結ぶ生態系の完全性が強化される
ことが期待される。 

b) 気候変動が資産に与える影響を評価し、適応するための研究およびモニタ
リング計画を策定、実施すること。 

c) 将来的に来島者が増加することを予測し、注意深い観光管理を確実に実施
すること。特に、小笠原エコツーリズム協議会を強化するために、科学委
員会をそのメンバーに加え、諸島の価値を保護するような適切な観光方針
を助言してもらうこと。 

d) 観光による影響を管理するために、観光業者に対して、必須条件と認証制
度を設定するなどして、注意深い規制と奨励措置を確実に行うこと。 

 


